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災害事例１（建設業）

はさまれ・巻き込まれ災害は、一度発生すると長期の休業を要する重篤な
災害に繋がることも少なくありません。また、仕事に復帰できたとしても後
遺症が残るケースもあります。
このような災害を防止するため、今一度、はさまれ・巻き込まれ災害防止
対策を徹底していただきますよう、お願いいたします。

被災者が、バックホウの後方にて、歩道の路盤整地のため砂利を敷く作業を
行っていたところ、バックホウを運転していた作業員が後方にいる被災者に
気づかず後退してしまい、地面とバックホウのクローラの間に足が挟まり骨
折した。

ポイント①
あらかじめ作業計画を定めること！

ポイント②
運転中の車両系建設機械の危険範囲に、労働者を立ち入ら
せないこと！

作業場所の地形や地質を調査し、その
調査結果に基づき、使用する車両系建設
機械の種類及び能力、運行経路、作業方
法等を定め、労働者に周知しましょう。

危険範囲に立ち入る必要がある場合
は、誘導員を配置し、機械を誘導させ
ましょう。

建設業においては、重機によるはさまれ・巻き込まれにより、重篤な怪我を
負う災害が発生しています。下記のポイントを確認しましょう。

作業計画書（例）

重機には背を向けないこと
も大事だぞ！



食品加工用混合機で原材料を混合していたところ、機械の側面に原材料が付
着したため、回転する撹拌軸を停止させないまま手を差し入れて原材料を掻
き落とそうとしたところ、撹拌軸に腕を巻き込まれ被災した。

災害事例２（製造業）

ポイント②
機械の掃除、検査、調整等の作業を行う際は、機械の運転を
必ず停止すること！

ポイント①
機械の危険箇所に、覆い、囲い等を設けること！

機械の運転中に作業を行わなければならない
場合は・・・
〇危険な箇所に覆いを設ける
〇十分な長さの用具を使用する 等

機械を停止した後は・・・
〇第三者による再運転を防止する措置を講
じる、起動装置の施錠、表示板の設置 等

作業中に、労働者の身体の一部がはさまれ、
巻き込まれるおそれのある箇所には、覆い、
囲い等を設けましょう。

製造業における多くのはさまれ・巻き込まれ災害は、機械の可動部分に手を
入れて、機械の掃除や調整等を行った際に発生しています。下記のポイント
を確認しましょう。

完全に機械の運転が止まったこと
を確認するのも大事だぞ！
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